
「
岡
目
一
目
」

　

日
が
短
く
な
っ
て
き
た
。

「
日
は
又
昇
る
」
な
ん
て
言
わ

れ
て
も
そ
り
ゃ
あ
夏
の
話
し

で
、
今
は
「
し
か
し
日
は
又
沈

む
」
な
ん
て
言
い
た
く
な
る
。

「
朝
の
来
な
い
夜
は
な
い
」
っ

て
の
も
つ
い
「
夜
の
来
な
い
朝

は
な
い
」
と
い
い
た
く
な
る
。

　

高
杉
晋
作
の
辞
世
の
歌
が

「
お
も
し
ろ
き
こ
と
も
な
き
世

を
お
も
し
ろ
く
…
」
で
、
介
抱

し
て
い
た
愛
人
の
尼
が
「
す
み

な
す
も
の
は
心
な
り
け
り
」
と

下
の
句
を
継
い
だ
と
い
う
。
本

当
の
こ
と
は
色
々
異
論
が
あ
る

よ
う
だ
が
そ
ん
な
こ
と
は
ど
う

で
も
い
い
。
要
は
歌
の
中
味
。

　

お
叱
り
を
受
け
る
の
を
覚
悟

で
言
う
と
「
心
な
り
け
り
」
が

つ
ま
ら
な
い
。
そ
ん
な
こ
と
は

当
た
り
前
で
、
そ
の
心
の
持
ち

よ
う
が
問
題
。
人
の
心
も
太
陽

も
昇
っ
た
り
沈
ん
だ
り
す
る
。

　
「
三
千
世
界
の
カ
ラ
ス
を
殺

し
、主
と
朝
寝
が
し
て
み
た
い
」

と
歌
っ
た
奇
兵
隊
の
風
雲
児
の

辞
世
の
心
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ

た
の
か
。「
酒
」か「
女
」か「
朝

寝
」
か
「
恋
」
か
…
そ
う
な
る

と
都
々
逸
か
。

　

こ
れ
か
ら
暗
く
寒
く
長
い
冬

が
来
る
。
ア
ナ
タ
も
盃
を
傾
け

な
が
ら
「
す
み
な
す
も
の
」
は

何
か
探
し
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

新春を祝う恒例行事「飾り物展」の作品を募集します。
新年の祝賀にふさわしい題材の作品をお待ちしています。
◇テーマ　干支「戌」又は歌会始お題「語」。　　　　　　　
　　　　  ※題に「語」の文字が入ること。熟語でも訓読でも可。
◇資格　　市内の町内会、同好会、各種団体、市内在住の個人。
◇規格　　概ね100センチ×90センチに収まること。
◇応募　　文化会館窓口で配布する応募用紙に、必要事項を
　　　　　記入の上、12月22日（金）までに、同窓口に提出か
　　　　　文化協会へ郵送、またはFAX。ＨＰからの応募も可。
［飾り物展日程］
◇日時　　平成30年1月12日（金）～14日（日）
　　　　   午前9時～午後5時（最終日は午後4時まで）
◇会場　　文化会館3階講堂・美術工芸室

　　　　ヤングチャレンジ部門　
高校生以下を対象とし、身近な道具で作る、若い感性あふれる
飾り物を募集します。
　※「ヤングチャレンジ部門」と明記してください。

平成30年 新春飾り物展
作品募集 お

月
見
歌
会 

入
選
歌

平
成
二
十
九
年
度
道
伝
え
の
日

９
月
30
日
㈯
開
催

◎
課
題
歌
「
月
」

互
選
一
席
　
代
掻
き
の
濁
り
お
さ
ま
り
宵
の
田
に
月
影
う
つ
る
明あ

し
た日

は
田
植

　

井
上　

文
生

互
選
二
席
　
麻
痺
し
た
る
左
手
を
撫
で
聴
き
入
り
ぬ
い
つ
か
弾
き
た
し 

　
　
　
　
　
「
月
光
ソ
ナ
タ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

和
代

互
選
三
席
　
マ
ヨ
ー
ル
の
広
場
に
照
る
月
と
ん
が
り
て
異
国
の
風
は
鋭
角

　
　
　
　
　
に
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
田　
　

操

雁
部
先
生
推
薦

　
　
　
　
　

麻
痺
し
た
る
左
手
を
撫
で
聴
き
入
り
ぬ
い
つ
か
弾
き
た
し 

　
　
　
　
　
「
月
光
ソ
ナ
タ
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

片
岡　

和
代

　
　
　
　
　

マ
ヨ
ー
ル
の
広
場
に
照
る
月
と
ん
が
り
て
異
国
の
風
は
鋭
角
に

　
　
　
　
　

 

吹
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　
　

操

◎
自
由
歌

互
選
一
席　

ま
た
一
つ
更
地
に
な
り
て
ま
た
一
つ
こ
の
地
の
記
憶
お
ぼ
ろ

　
　
　
　
　

に
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
岡　

和
代

互
選
二
席　

弓
を
持
ち
袴
穿
き
た
る
男お

の
こ子
乗
り
き
り
り
と
な
り
ぬ
各
駅
停
車

　

西　
　

春
彦

互
選
三
席　

余
命
知
り
綺
麗
に
生
き
た
る
友
の
あ
り
梅
雨
晴
れ
の
朝
く
ち

　
　
　
　
　

な
し
匂
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

久
子

互
選
三
席　

杖
を
つ
き
ゆ
つ
く
り
歩
む
人
の
あ
り
駆
け
回
る
子
あ
り
午
後

　
　
　
　
　

の
公
園　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
瀬　

亮
子

雁
部
先
生
推
薦

　
　
　
　
　

添
乗
員
が
ひ
と
り
ふ
た
り
と
数
へ
れ
ど
時
間
守
ら
ぬ
い
つ
も

　
　
　
　
　

の
彼
女　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

隆
司

　
　
　
　
　

権
兵
衛
に
地
蔵
長
嶺
美
女
と
い
ふ
峠
を
越
へ
て
飛
騨
へ
と
帰
る

　

和
田　
　

操

◎
高
校
生
の
部
　
課
題
歌
「
月
」

【
飛
騨
神
岡
高
校
】

入
選
　
　
　
十
六
夜
に
照
ら
さ
れ
て
い
た
五
線
譜
は
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲

　
　
　
　
　

の
よ
う
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

二
年　

濵
本　

蔵
人

　
　
　
　
　

三
日
月
の
よ
う
な
温
も
り
感
じ
た
く
冷
え
き
っ
た
指
を
そ
っ
と  

　
　
　
　
　

 

握
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
一
年　

清
水　

千
聖

　
　
　
　
　

三
日
月
の
勾
玉
の
穴
見
つ
け
た
り
望
遠
鏡
の
レ
ン
ズ
を
締
め
て	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
年　

古
田　

雅
人

　
　
　
　
　

満
月
を
見
て
思
い
出
す
幼
き
こ
ろ
一
緒
に
見
上
げ
た
祖
父
の

　
　
　
　
　

肩
車	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
一
年　

堀
内　

夏
生

【
吉
城
高
校
】

入
選
　
　　

思
い
出
す
空
に
輝
く
満
月
に
私
が
生
ま
れ
た
日
の
エ
ピ
ソ
ー
ド	

一
年　

大
森　

玲
衣

　
　
　
　
　

神
岡
の
お
城
の
ほ
と
り
を
流
れ
ゆ
く
青
胡
桃
の
ご
と
き
十
六

　
　
　
　
　

夜
の
月	

一
年　

尾
上
あ
さ
が
お

　
　
　
　
　

億
千
の
き
ら
め
く
星
の
た
だ
中
に
月
は
天
心
ア
ル
プ
ス
の
空	

一
年　

高
原　

華
子

　
　
　
　
　

稜
線
が
大
き
く
見
え
る
月
白
に
今
日
の
月
待
つ
祖
父
は
窓
辺
に	

一
年　

水
口
可
奈
子

　
　
　
　
　

天
窓
の
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
芝
生
に
転
が
る
ほ
わ
ほ
わ
散
歩	

一
年　

駒
屋
め
ぐ
み

　
　
　
　
　

十
六
夜
や
少
し
欠
け
て
る
そ
の
形
ま
る
で
私
の
姿
の
よ
う
だ	

一
年　

北
村
沙
由
里

　

例
年
、
高
山
市
文
化
伝
承
館
で
開
催
す
る
「
道
伝
え
の
日
・
お
月
見
歌

会
」
を
九
月
三
十
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
一
般
四
十
六
名
、
高

校
生
四
十
名
の
方
々
か
ら
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
選
者
に
、
日
本
歌
人
ク
ラ
ブ
中
央
幹
事
で
あ
り
短
歌
会
新
ア
ラ

ラ
ギ
代
表
の
雁
部
貞
夫
先
生
を
お
招
き
し
、
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

次
に
、
応
募
者
に
よ
る
互
選
結
果
と
、
雁
部
先
生
が
選
ば
れ
た
短
歌
を

ご
紹
介
し
ま
す
。



（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

高
山
市
美
術
展
覧
会

◇
日
時
　
十
一
月
三
日
（
金
）
～

　
五
日
（
日
）

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
最
終

　
第
十
四
回
国
民
文
化
祭
ぎ
ふ
99

に
お
い
て
、（
社
）
高
山
市
文
化

協
会
が
作
成
し
飛
騨
匠
の
技
を
披

露
し
た
カ
ラ
ク
リ
の
お
堂
は
、
平

成
二
十
二
年
の
平
城
遷
都
千
三
百

年
祭
な
ど
数
回
公
開
し
た
以
外

は
、
長
ら
く
文
化
会
館
倉
庫
に
保

管
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
、
飛
騨
木
工
連
の
ご
理
解

を
得
て
、
飛
騨
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
飛
騨
匠
・
カ
ラ
ク
リ
の
お
堂
の

常
設
展
示
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
現
代
に
受
け
継
が
れ
る
飛
騨
匠

の
技
を
、
ぜ
ひ
飛
騨
セ
ン
タ
ー
で

　
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
～
四
階

◇
入
場
無
料

市
展
運
営
委
員
　
写
真
展

◇
日
時
　
十
一
月
十
日
（
金
）
～

　
十
二
日
（
日
）

　
午
前
九
時
～
午
後
五
時
（
最
終

　
日
は
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場
　
文
化
会
館
二
階
展
示
室

◇
入
場
無
料

第
四
十
九
回 

高
山
市
民
吹
奏
楽

団 

定
期
演
奏
会

◇
日
時
　
十
一
月
十
八
日
（
土
） 

　
午
後
六
時
三
十
分
開
演

◇
会
場
　
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
一
般
一
、五
〇
〇
円
　

　
学
生
五
〇
〇
円

　（
当
日
各
三
〇
〇
円
増
）

瀬
音
会
五
十
周
年
記
念
　
地
唄
・

箏
曲
演
奏
会

◇
日
時
　
十
一
月
二
十
三
日（
木
・

　
祝
）
午
後
一
時
開
演

◇
会
場
　
国
府
さ
く
ら
ホ
ー
ル

◇
料
金
　
全
席
自
由
一
、〇
〇
〇

　
円
、
中
学
生
以
下
無
料

高
山
市
民
合
唱
団
「
飛
響
」　

第
五
十
九
回
定
期
演
奏
会

◇
日
時
　
十
一
月
二
十
六
日（
日
）

　
午
後
二
時
開
演

◇
会
場
　
飛
騨
セ
ン
タ
ー
飛
騨
芸

　
術
堂

◇
料
金
　
大
人
一
、〇
〇
〇
円

　
十
八
才
以
下
無
料

［
カ
ラ
ク
リ
の
お
堂
に
つ
い
て
］

　
平
安
時
代
の
説
話
集
『
今
昔
物

語
集
』
に
飛
騨
匠
の
話
し
が
あ
り

ま
す
。
百
済
の
絵
師
と
飛
騨
匠
の

腕
比
べ
の
話
し
で
、
匠
の
建
て
た

お
堂
に
絵
師
が
入
ろ
う
と
す
る

と
、
開
い
て
い
た
扉
が
勝
手
に
閉

ま
っ
て
別
の
扉
が
開
き
、
開
い
た

扉
か
ら
入
ろ
う
と
す
る
と
、
ま
た

閉
ま
っ
て
別
の
扉
が
開
く
カ
ラ
ク

リ
。
こ
の
カ
ラ
ク
リ
を
（
有
）
丸

山
建
築
が
考
察
し
再
現
し
た
も
の

で
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
入
場
無
料
）

飛
騨
匠
・
カ
ラ
ク
リ
の
お
堂
を

飛
騨
・
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー
で
展
示

①午後3時～
②午後6時30分～

（開場各30分前）

【1962年公開】
（モノクロ）
東野英治郎、
吉永小百合出演

高山市民文化会館小ホール
メセナメイト会員限定無料上映
※入場券は開場1時間前より配布お問い合わせ：（一社）高山市文化協会（℡0577-34-6550）

12/5火

平成29年

無料上映会 メセナメイトシアター


